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1単元　　｢委託作業をしよう｣

2　単元について

(1)単元設定の理由
<生徒の実態>
本グループは　高等部卒業後,事業所での就労を希望する生徒を中心に, 1年生1人, 2年生
3人, 3年生2人の計6人で構成している｡これまで生徒たちは　木工等の製品作りを主体とし
た作業学習に取り組むことで,製品の出来栄えや出来高を意識し,作業に集中して取り組む姿が
見られる｡また,これまで本作業グループで窓清掃や洗車作業に取り組むことで,設定された時
間内に作業を終わらせるために,友達と協力したり効率性を意識したりすることができつつある｡
しかし,決められた時間を過ぎても作業を続けていたり,自分の作業分担が終わると友達が作
業を続けていても休憩をしたりする姿が見られる｡これば　時間を決めて作業をやり遂げる経験
が不足しているため,時間の感覚や責任感が十分に育っていないことによると考えられる｡また,
自分が任された作業-の意識はあるものの,友達の作業や全員で作業をすること-の意識が薄く,
自分で判断して次の作業をする力が育っていないことも考えられる｡
さらに,清掃道具の使い方や手順を事前に確認して作業を始めるものの,自分なりの方法で作
業を進めてしまったり,頻繁に教師-確認したりするため,効率的に作業ができていない姿が見
られる｡また,産業現場等における実習においても,正確さや効率性に関する評価項目が課題と
して挙げられている生徒が多い｡これは,道具を使う方法や手順の意味について理解が不十分で
あること,正しい手順や方法で作業を進めるためにメモを使う等,自分で正確さや効率性を判断
するための方法を獲得していないことが要因ではないかと考える｡
<単元の意義･価値>
このような生徒の実態を踏まえて,本単元｢委託作業をしよう｣を設定した｡本単元では,他

学部や事務部職員などから委託のあった校内清掃に取り組む｡委託作業は依頼者からの要望で時
間や仕上がりが決められるため,限られた時間内に作業をしたり,責任をもって友達と協力して
取り組んだりすることを意識しやすい｡また,製品作りを主体とした作業学習と比べると,時間
内で完結する作業が設定しやすいため,生徒自身がすぐに活動を振り返ることができ,次の作業
に対して作業方法や作業手順についての課題をもちやすいと考える｡
<ねらい>
そこで,本単元では委託作業として校内清掃を設定し,作業前及び作業改善ミーティングを行
うことで,自分の役割に責任をもち,友達と協力して作業をすることができるようにしたい｡ま
た,これらのミーティングを通して,正しい方法や手順を理解して,計画的,効率的に作業をす
ることができるようにしたい｡

<指導観>
まず,オリエンテーションを通して,本単元における作業の内容や作業に取り組む上でのマナー
などを学ぶことで,作業の心得を知ることができるようにする｡そして,自在ぼうきゃ文化ちり
とりなどの清掃道具の使い方や,これらの道具を使った清掃の手順を学ぶことで,基本的な清掃
方法を身に付けることができるようにする｡清掃の基本を身に付けた後は,委託作業に取り組む｡
具体的には,校内施設から公共施設-と,これまでに経験した作業で実際に扱った道具や手順を
基に作業種や作業場所を少しずつ広げていくことで,働く態度や社会性,様々な場に応じた清掃
の技能を学ぶことができるようにする｡
また,本単元では,国語科｢説明書を読もう｣で学んだ説明書の読み方と関連付けて,作業手
順書を確認しがら作業を行う場を段階的活用の場として設定する｡また,総合的な学習の時間｢現
在の自分｣で取り組んでいる｢自分の夢を実現するためには,今何をしたらよいか｣という問題
提起から導き出された自己の課題を意識する場を,並行的活用の場として設定する｡
<展望>
生徒が主体的に作業改善を行いながら活動に取り組んでいくことは,他の教科等における生徒
が相互に学び合う活動の活性化につながると考える｡また,第三者から依頼された作業を責任を
もって成し遂げることは,産業現場等における実習や卒業後の社会生活の場での社会参加の意識
の向上や,適切な勤労観の育成につながると考える｡
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(2)実態

莱 ��I7��社会性 亰ｩEﾂ�知識.理解 

意欲,持続性,積極 仄i|ﾒﾉo�ｨBﾉ�ｨﾍﾒ�準備,後片付け,作業 冦ｩUx,ﾉyﾘ��ﾈﾔ�/h,ﾂ�

悼,集中力 丿ﾙDbﾈ5(7�8X6ｨ5�ﾒ�能率,仕事の正確性, 凉ﾘ��ﾈ�x��*h,ﾉyﾒ����

シヨン 偃��h,ﾈｮﾙw�+2�

A 俑(,�+ﾘ,h*ｸ,俥ﾈｼb�会話を恥ずかしが 冲i$(,ﾉ:�*ｸ/�訷ｧﾈ*��前回の作業日誌を 

が止まることがあるo �.况ﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ.��ｲ�りに,自主的に準備や 偃逢ﾈ*�.�,痛9i?ｨ,ﾂ�

道具の使い方や,作 偃�/�ｹ8+�.俘y�ﾘ/�+R�片付けに協力して取り 俥ﾈｼimｩUx/�齷Zｨ,Yzr�

業手順を教師一緒に �+ﾘ.な檠�(,ﾉ>�vX/��組むことができる○作 �,H.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���

(1年,女) 丿ﾙDh+x.�+�,h,Rﾈ甁�事前にメモ帳に整理 仂i�ﾉ7�,ﾘ.H,�*ﾘ.�,X,ﾒ�窓清掃,教室清掃の 

体的に根気強く取り �+X+ﾘ.�+x.�+�,h,Rﾂ�あるが,ほうきや雑巾 儘�/h*ｩyﾘ��,X*ｸ,H*"�

組む姿が増えてきて 俾兒ｨ,ﾈ�8輊/�6�*h.��などの清掃の基本的な �.��ｸ齷Zｨ,X�x��*b�
いる○ �+�,h*ｨ,X*ｸ,(,(*��道具を正しく使うこと �/�ｦﾙDh+Rﾉ_�ﾙ�+x.��

る｡ �*ｨ,X*ｸ.薬�ことができる○ 

B 倬隴H*(,�,�*(ﾇ����自分から会話をす 俥ﾈｼh訷���/�訷ｧﾈ*��本時のめあてから, 

して作業に取り組む �.�+�,h/�ﾔH-��ｹo�ｨB�りに正確に取り組むこ 俾兒ｨ,ﾈ攣��,�*�,�+ﾒ�

ことができる○教師 �*ｨﾈ�-ﾈ,�,H*(,�*(ﾞﾂ�とができる〇時間を意 冦ｩUx/��ﾙ.�+x.�+�,b�

に授業終了後,作業 仂h/�齪益4�,��*ｸ�2�識して計画的に作業を �*ｨ,X*ｸ.帝�ｲﾈｻ8��

(2年,男) �,ﾈ�x��*h.(ﾏ越h*｢�けたり,友達の作業 俎8*H+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*B�清掃の工程を理解し 

よくなる方法を提案 �*ｨ�.ﾘ,�,H*(,�*�,"�になりつつある○作業 �,H*�.にZｨ*�.x,�*"�

する等,積極的に作 �+ﾘ.x詹6�,�+ﾘ.�+x.��準備.後片付けに積極 倬�,ﾒﾈ齷Zｨ,X訷����

業に取り組む姿が多 �,�,rﾈｺi|ﾘ+x.�+�,b�的に取り組む姿が多く �.(8�8)*�,XｦﾙDh+x.��

く見られる｡ �*ｨ�8�,X*ｸ,H*(.薬�見られる○ �+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

C 倡x麌,���+x.凉ﾘ���教師や友達と関わ 冩�ｨH/��ﾙ.�+x.�+�,b�前回の作業日誌を 

は商いが,集中力が �.�+�,h/�ﾔH-ﾒﾈｧxﾕ｢�で,準備,後片付けに 偃逢ﾈ*�.�,痛9i?ｨ,ﾂ�

持続しないことがあ ��hｨ��9Lｨ,X齷Zｨ*�.r�取り組むことができ 俥ﾈｼimｩUx/��ﾙ.�+x.��

る○手順カードや教 假ﾈ.�,ﾉ�ﾈ,俯�(/�+r�る○作業を一度で正確 �+�,h*ｨ,X*ｸ.愉�ｹ�B�

(2年,男) 倡H*�.x,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�,��る姿が多く見られ �,��x,儻H*�.�+�,h,ﾙ>��掃の工程は理解でき 

どで活動を確認する �.鑓ﾞﾈｼi��,冩�ｨH/��しいが,何度も振り返 �,H*(.鑓ｻ8��I�ﾈ,ﾒ�

ことで,再度作業に ��ﾙ.�+x.�+�,h,Rﾉ�2�りながら繰り返すこと ��X.云H.�/�ﾗ8*(,�*｢�

向かうことができる○ 僖8/�.�,�,H竧.��x-��で,正しく身に付ける �.x竧.��x-�+�,h,Xﾔ��

ことができるo �+�,h*ｨ,X*ｸ.���程を理解しつつある○ 

D �8�8)*�/�ｨ駅�+X,Bﾂ�ペアでの作業を設 俥ﾈｼi�ﾉ7�,ﾘ.H,�*ﾘ.��一度学んだ清掃の 

間違えないように作 �.�+x.�,bﾉti$(,hﾋ��ではあるが,道具を正 儘�/h,ﾒﾈ8�8)*�.(薰�

業に取り組もうとす 冽H/�ｧﾈ*�x*(,�*｢�しく使って正確に作業 傀x4ｨ�ｸ6�/�訷ｧﾈ*�.��

る責任感や意欲が見 �.rﾉ�ｨﾍﾘｦﾙDh/�+x.��をすることができる○ �,�+x.�+�,h,Rﾉ�8+R�

(2年,女) �.x.ｨ.��ｭH��*(/�ｴ2�様子が見られる〇分 冲i$(,i�ｨﾍﾘｦﾙDh/�+X,��く作業することがで 

にする姿も見られる �*�.x,�*(+�,h*ｨ*�.��がら作業を行うこと �*ｸ.鑓7ﾈ48986x/�yﾒ�

が,言葉掛けで再度 �,bﾈｻ8踪,俯�(/�+R�で,作業時間や効率性 弌�+X,Bﾈﾞﾈｼh�8�,ﾂ�

前向きに作業に取り �,�*ｨ.xﾞﾈｼh/���-�.��を意識できるようにな 偬���*h/��8+X*ﾙKｲ�

組むことができる○ �+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�りつつある｡ �&h+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���

E 仆8踪*�.x,ﾈ輾麌,��自分から友達に言 俥ﾈｼi�ﾉ7�,ﾘ.H,�*ﾘ.��これまでに取り組 

対する理解が高く, 冽H/�ｧﾈ*�.��ｩlｨ,ﾘ昮�ではあるが,時間を意 �/�+��ｸ.(ｻ8��I�ﾈ,ﾂ�

メモ帳を活用しなが �,�*(*｢ﾉti$(,ﾉ:�*ｲ�識して作業することが 儘�/h,ﾙ�8+X*ﾙyﾘ��ﾂ�

ら正確に作業に取り �/�ﾊ�,Bﾈｺi|ﾘ+x.�+��できるようになりつつ 們���+x.�+�,h*ｨ,X*ｲ�

(3年,男) ��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ,(,"�とができつつある �*�.��ｸ8�8)*�.(8��ｸ4��つつある〇時間は掛 

ある｡時間いっぱい �.��Zｨ*�.x,�*(+�,b�シートを活用して,正 �*�.�*｢ﾉ�I�ﾈ,ﾈ�x��

集中して作業に取り �*ｨ*�.�,h齷Zｨ*�.xｻ2�確に道具を使い,効率 ��*h/��8ｦﾘ,僵ｹ&h+R�

組む意欲的な姿が多 倡H,俯�(/�+x.�+�,b�性を意識して作業する �,Bﾈｻ8踪,兩�ﾙ�+x.��

く見られる○ �*ｨ,X*ｸ.薬�ことができつつあるo �+�,h*ｨ,X*ｸ.���

F 倬�,ﾈﾔ�/h,�ｨ.�,b�リーダーであるこ 冲i$(,ﾉ:�*ｸ/���ﾖﾈ,��作業日誌を教師と 

きには,積極的に全 �,h/��8�+Rﾈ*(,(.��しながら作業に取り組 ��X.云H,�+ﾘ.に?ｩ9b�

員に向けて作業開始 傲隶x,Yti$(.(ｻ8踪,b�むことができる○定型 �,H/�ｦﾙDh+X+ﾘ.�+x.��

の言葉を掛ける様子 亊h.ﾘ.�+�,h*ｨ,X*ｸ,B�の作業を繰り返し,そ �+�,h,Rﾈ齪ﾌ盈ｩUx/��

(3年,男) �*ｨﾊ�.x.ｨ.��鳧ｭH*(,"�いる○役割を設定す �,ﾉ797なｻ8踪,i;仞�,ﾂ�設定することができ 

ぱい集中して作業に �.�+�,h,Rﾉti$(,hｺb�使い方や作業の手順を �.鑓ﾞﾈｼh�8�,ﾈ�x��

取り組むことができ 處ﾘ+X,I���4�,乖�:��振り返ることで,正確 ��*h/��8+X*ﾙKｹ&h+r�

る○ �,偃h.��x-�+�,h*ｨ,R�に作業することができ �.�+�,h*ｨ,X*ｸ,(,(*��

きる｡ �,(,(*�.���る○ 
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3　単元目標

(1)全体目標
ア　自分の役割に責任をもち,友達と協力して清掃をすることができる｡ 【態度】 【社会性】
イ　正しい方法や手順を理解して,計画的,効率的に清掃をすることができる｡

【技能】 【知識･理解】

(2)個人目標
生徒 侘)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh柯,ﾉmｩUr�個人目標 

A (1年,女) �4�齷Zｨ,ﾉo�ｨH/��8�+X,Hﾞﾈｼh/��アペアと自分たちの役割を相互確認しなが することができるo �.rﾉ�I�ﾈ/�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

イ正しく計画的に作業をするこ �488�8)*�.(訷�Uﾈ/�訷ｧﾈ*�.�,痛�8+X*)_ｲ�
とができる∩ 囘�韶引x,Y�I�ﾈ/�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.����

B (2年,男) �4�齷Zｨ,ﾉo�ｨH+�*�,X,�*ﾒﾉti$"�ア全体に役割分担や工程確認の言葉掛けを 
の手伝いをしながら作業をする �+X+ﾘ.液i$(,ﾈ詹6�*(/�+X+ﾘ.�+X,Bﾉ�I�ﾈ/��
ことができる○ �+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

イ手順を工夫しながら,効率的 �48曁ｸ�,ﾉ�I�ﾈｨ�:�,ﾈﾆ��/��h*�+Rﾈ�8ｻX,��
に作業をすることができるo ��+h,Hﾔ姥h+X,�*ｨ.rﾉ�I�ﾈ/�+x.�+�,h*ｨ,R�

きる∩ 

C (2年,男) �4�ti$(,ﾉ:�*ｸ/�訷ｧﾈ*�.�,�+X,��アペアと役割を確認したり友達の動きを手 
がら,作業をすることができる○ イ友達と出来栄えを相互確認を 乂ﾈ*�.�,�+X+ﾘ.�+X,�*ｨ.rﾉ�I�ﾈ/�+x.�+�,b�

ができる○ 

イ正しく道具を使い,友達や教師と手順や 
しながら,正しく,時間内に作 偬���*h/�ｦﾙDh+X,�*ｨ.rﾈ鳧ｭI>�,��I�ﾈ/��
業をすることができる∩ �+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.����

D (2年,女) �4�ti$(,h訷�/�ｦﾙDh+X,�*ｨ.xﾞﾂ�ア自分から友達に一工程ずつ確認の言葉掛 業をすることができる○ �*�/�+X,�*ｨ.rﾉ�I�ﾈ/�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

イ正しく,時間内に作業をする �488�8)*�.(訷�Uﾈ/�訷ｧﾈ*�.�,�+x.�+�,h,Rﾂ�
ことができる∩ ��8ｦﾘ,倬隴I>�,��I�ﾈ/�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.����

E (3年,寡) �4�ti$(,丿ﾙDh,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�9�/�+R�ア友達に工程確認の言葉掛けをしたり,自 
ながら作業をすることができ 兒ｨ,ﾉo�ｨH+�*�,X,�*ﾘ7�4�,ﾈ詹6�*(/�+X+ﾘ.��
る｡ �+X,I�I�ﾈ/�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

イ正しく効率的に作業をするこ �48曁ｸ�,ﾉ�I�ﾈｨ�:�,ﾈﾆ��/��h*�+Rﾉ�8+X*"�
とができる 兩ｹd�ﾈ訷�,Xﾏ越i4�,��I�ﾈ/�+x.�+�,h*ｨ,R�*ｸ.����

F (3年,男) �4�齷Zｨ,ﾉo�ｨH/�ｦﾙDh+X,�*ｨ.rﾂ�ア友達の動きを手掛かりに,自分の役割を 
作業をすることができる○ 丿ﾙDh+X,�*ｨ.y�I�ﾈ/�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���

イ友達と道具の使い方を相互確 �49;仞�/��8+X*ﾘ諄,�+ﾘ.にti$(,i�ｨﾍﾘｦﾙDb�
認しながら,正しく作業をする ことができる∩ �/�+X+ﾘ.�+X,Bﾉ�I�ﾈ/�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���
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4指導計画(総時数42時間) 

次 偃X,逢x�ｨ�:粳>�vR�陪観 做ｹ;霰�,hｨ駅�ﾅ�,ﾈｧx�ｨ�:�,�,(*(,B�
1オリエンテーション ○作業の心得を話し合うo �"�○【習得】これから作業に取り組むに当たって 

･本単元での清掃の内容を知る○ 凾ﾌ心掛けやマナーを話し合い,作業に対する責 
･作業に取り組む上での,し､得(心 掛け,マナー)を話し合う∩ 剩C感を高める○ 

2正しい清掃の方法を確認する○ (1)必要な道具の使い方を確認する○ 牝��○【習得】教室清掃に必要な清掃用具ー(自在ぽ 

･自在ぼうきの使い方を確認する○ 凾､き,文化ちり取り,雑巾)の使い方を確認し, 

･文化ちり取りの使い方を確認す 刹ｳ室清掃に必要な知識.技能を高める○ 

る〇 ･雑巾の使い方を確認する○ 凵宦y習得】教室清掃の手順(準備,机拭き,描 

(2)掃除の手順を知る○ 凾ｫ掃除,点検.報告,片付け.報告)を確認し, 
･上から下-取り組むことを知る〇 ･机,椅子などを廊下に出すこと 剞ｴ掃に必要な知識.技能を高める○ 

を知る〇 ･自在ぼうさで掃く順序を知る｡ 儖t活用】習得した道具の使い方や手順を踏ま 

(3)教室清掃をする〇 ･役割,時間設定を決める○ 凾ｦて,教室清掃を行う○ 

･教室清掃をする｡ ･点検.報告,片付け報告をするo 凵宦y習得】改善ミーティングの目的と方法を知 

(4)振り返りをする〇 ･ビデオを視聴する〇 ･全員で意見を出し合い,次回以 降の清掃の方略を立てる○ 凾�,活動の流れを知るo 

2時間((1)～(3):1時間,(4):1時間)のサイクルで(1)～(4)の学習を繰り返し行い,清掃の 

正しい方法を習得し,学んだことを三次.四次で活用できるようにする○ 

3委託作業(校内清掃)をする｡ (1)必要な道具使い方を知る○ 冏ｸ鰾�Ot習得】校内清掃に必要な清掃用具(ダスター 

･ダスタークロスの使い方を知る○ 刄Nロス,水モップなど)の使い方を知り,廊下 

･水モップの使い方を知る｡ 剞ｴ掃に必要な知識.鼓能を高める○ 

(2)掃除の手順を知る○ 凵宦y習得1校内清掃の手順(準備,ダスターク 
･廊下清掃の場合は,ダスターク 刄鴻Xを使った清掃,水モップを使った清掃,点 

ロスから水モップの手順で清掃を 剏�.報告,片付け.報告)を知り,清掃に必要 

行うことを知る○ 凾ﾈ知識.技能を高める○ 

(3)校内清掃をする○ 凵宦y活用】習得した道具の使い方や手順を踏ま 
･依頼の内容を確認する〇 ･役割,時間設定を決める〇 ･教室清掃をする｡ ･点検.報告,片付け報告をする○ (4)振り返りをする○ ��B�#��えて,校内清掃を行う｡ ○【活用】二次で学んだ改善ミーティングの活 

･ビデオを視聴する○ 剴ｮを通して,効率良く作業するための方法に気 
･全員で意見を出し合い,次回以 降の清掃の方略を立てる∩ 剳tき,次回の作業の方略を立てる○ 

2時間((1)～(3):1時間,(4):1時間)のサイクルで(1)～(4)の学習を繰り返し行い,清掃の 

正しい方法を習得し.学んだことを四次で活用できるようにする∩ 

四 滴勾�Xﾞﾈｼb委hｺH郢�ﾒ�,ﾉ�I�ﾈ/�+x.��ｲ�����I�ﾈ/�+x.薬�lO ��ｸ�乖駅��ｨ耳鵁��蓼鵁,X�;�+X+ﾙ�I�ﾉ_ｹd�/��b�

･委託の内容を確認する〇 ･役割,時間設定を決める〇 ･教室清掃をする〇 ･点検.報告,片付け報告をするo (2)振り返りをする｡ 凾ｩして,公共施設の清掃を行う○ ○【活用】二次,三次で学んだ改善ミ-テイン 

･ビデオを視聴する○ 刄Oの活動を通して,効率良く作業するための方 

･全員で,意見を出し合い,次回 以降の清掃の方略を立てる. 剿@に気付き,次回の作業の方略を立てる｡ 

2時間((1)～(3):1時間,(4):1日 倬ｸｭB�,ﾈ5H484�8ｸ,R�����ィ�,ﾈｧx�/�ﾄｨ.云H+Xﾗ8*"ﾉ�I�ﾈ,ﾂ�

方法を振り返り.次回の作業に生かすことができるようにする. 
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5　本時の学習(26/42)

(1)全体目標
みんなで話し合い,効率よく作業するための方法に気付くことができる｡

【態度】 【社会性i t知識･理解】
観点 儷ﾘ廁ｴｸ���

態度 嫡Iti$(,ﾈ�8ﾊ�/�[x+�*H,h+x.��ｲ�
②ビデオを見ようとする○ 

社会性 �)ti$(,ﾈ�8ﾊ�/�[x*(,BﾉJﾙUﾈ+x.��ｲ�
④話し合いの手順や決まりに沿って,話し合う○ 

知識.理解 �I�8+X*ﾘﾞﾈｼh+x.�+ﾘ-�,ﾉ;仞�,ﾈ諄*)_ｸ/�yﾘ��+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�
⑥正しく作業するための作業の手順を理解することができる○ 

(2)個人目標
生徒 侘)�ﾉmｩUr�

A ��X.云H.�,ﾈ7(6h4�/�ﾊ�,Bﾈ6�4h6(4�8ｨ5�6y9�/�訷ｧﾈ*�.�,鎚ﾞﾈｼh,ﾈ淤��5�,亢9WB�

(1年,女) �*ｲﾈ齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/�JﾙUﾈ+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��t�t(tHtR�
B �7(6h4�.(ﾚ�-ﾈ,X,ﾈﾞﾈｼh/�訷ｧﾈ*�.�,鎚齷Zｨ.)ti$(,ﾈ�8ﾊ�/��騫ﾘ+X,Bﾈ鵁��,ﾈﾞﾈｼb�

(2年,男) 坪,ﾈ淤��ﾟH/�ﾊ儻H*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��t(t8tHtR�

C (2年,男) �7(6h4�,X齷Zｨ,ﾉ:�*ｸ/��X.云H.に�8+X*ﾘﾞﾈｼh+x.�+ﾘ-�,ﾉ_ｹd�/�ﾜHｦﾙDh+X+ﾘ.にtb�
達の良いところに気付いたりして,効率的な作業の方法を知ることができる○ 

①②④⑤⑥ 
D ��X.云H.�,ﾈ7(6h4�/�ﾊ�,H齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/��騫ﾘ+Rﾈﾞﾈｼh,ﾈ淤��5�/�ﾊ儻H*�.�+�,h*ｨ,R�

(2年,女) �*ｸ.��t�t8tHtR�

E �7(6h4�/�ﾊ�+ﾘ.なｻ8踪,ﾈ辷�/��8*�+ﾘ.�+X,�*ｨ.rﾈ齷Zｨ.)ti$(,ﾈ�8ﾊ�/��騫ﾘ+X,Bﾂ�

(3年,男) 倬��,ﾈﾞﾈｼbﾘ,ﾈ淤��ﾟH/�ﾊ儻H*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｸt(t8tHtR�

F (3年,男) �7(6h4�,X齷Zｨ,ﾉ:�*ｸ/�ﾊ�,Bﾈ6�4h6(4�8ｨ5�6y9�/�訷ｧﾈ*�.�,痛�8+X*ﾘﾞﾈｼh+x.�+ﾒ�
めの方法を再確認したり友達の良いところに気が付いたりして,効率的な作業の方 
法を知ることができる○①②③④⑤⑥ 

及び支援に当たって
習活動の概要と授業環境の工
前時までに,自在ぼうきゃモップなどの基本的な清掃道具を使って,正しい方法で清掃したり
ビデオ等を用いて実際の作業を自分たちで振り返ることで,友達と協力して作業したりできつつ

ある｡しかし,清掃場所が変わったり使用する道具の組み合わせが変わったりすると,工程によっ
ては何をしてよいか戸惑ったり掃き残しやふき取り残しが見られたりする｡本時では,前時に本

校の生活訓練棟である｢なかまの家｣で行った清掃を振り返り,次回以降の作業に向けた方略を
立てることで,効率よく作業するための方法に気付くことができるようにする｡
授業環境としては,展開時のホワイトボードを使った意見交換時に,友達同士の距離を近付け
たり,ホワイトボード前に半円状に席を配置したりすることで,文字を読みやすくしたり意見交
換をしやすくしたりする｡
材･教具とのかかわりについて
生徒がビデオを視聴しながら,自分の考えを整理しやすいように,気付きの記録をとるための
ワークシートを活用できるようにする｡ホワイトボードを使った意見交換の場では,平面図と机
等を示したマグネットを使って,実際に作業のシミュレーションができるようにする｡ま､た,実

際の清掃道具を準備しておくことで,正しい清掃道具の使い方をすぐに振り･返ることができるよ
うにする
遵･教師とのかかわり)
蔑見交換の場では,ホワイトボー ドに全員の慧現を掲示する′ことで,視覚的に友達の意見を確

認･整理しやすくし,意見交換が活発にできるようにする｡ CTば　フアシリテ-タ- (進行役)
として生徒に意見を求め,生徒から意見や考えを引き出すことができるようにする｡また, STは,
ワークシートに整理した自分の意見と発表することが難しい生徒に対して,良い気付きがあれば
みんなに伝えることができるような言葉掛けをする｡

自分とのかかわりについて
ビデオ視聴後の自分の気付きや改善策を考えるときには, ｢友達が自分と比べてどうだったの
か｡｣, ｢自分だったらどうするのか｡｣ということを意識できるようにする｡また,終末時には,

改善ミーティングでの話し合いや,これまでの作業日誌での自己目標を振り返ることで,次回の
自己目標を意識することができるようにする｡
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過程 偃X,逢x�ｨ�:�� 
AIB 

導入 ��跖-�,ﾈ街��/�+x.��ｲ�･教師や友達と一緒に挨拶をすることで, 

2本時の活動とめあてを知る｡ 唳�(+y>�vX/�(ﾘ�8+X,I[x*ﾘ.h*H,侏駢Hｧﾈ*��

【活動】 なかまの家での清掃を振､り返り,みんなで,効率 唳���,ﾈ淤��7��ｸ6X4(984�,Y�(+Xﾘx,�+ﾘ淞�

(5分) �.h*ﾘﾞﾈｼh+x.�+ﾘ-�,ﾉ_ｹd�/�ﾖﾈ*h.薬�ﾈ-�*�,H�｢�

ー正しく作業するための方法を考えよう〇一 

展開 �87(6h4�/�雹*�+x.��ｲ�･前回の改善ミーティングで話し合った改 

(1)振り返りのポイントを確認する｡ (2)前回の作業のビデオを視聴する0 4二つのグループに分かれて,気付きや感想を発表 偃引x,Xﾞﾈｼh/�ﾗ8*H+�,h*ｨ,X*ｸ,H*(.�*著/��TBﾄh*｢ﾉ�俎9Uﾈ/�訷ｧﾈ*�.�,�+x.�+�,b�

する○ 奉褪%�;仞�,ﾈ誦���iﾈ耳,匂fｦe�X囮�e��7褸蔗･�u��

(1)各自で,ミニホワイトボードに気付きや感想を 俥ﾈｼh,ﾈ7ﾈ48986r�7(6h4�.(ﾚ�-ﾈ,R�

記入する○ (2)一人ずつミニホワイトボードに記入した内容等 �/�麌+x6�4h6(4�8ｨ,ﾈﾞﾈｼh,ﾈﾆ��/�薰�5�6x/�訷ｧﾈ*�.�,乂ﾈ*�.�,�+x.�+�,b�+x.�+�,h,Rﾉ�I�ﾈ,Rﾈｴ9WH*(+ﾘ+�,b�/��X.云H.�.(+x*ﾘ/�7�6ｨ7ｨ8�486r�+x.���7ｸ�ｸ6�,��騫ﾘ+X."�+x*(.h*H,�+x.���X7ｨ8�486x7ｸ�ｸ6る�ｨ*ｨ抦+8*ﾘ,I:ﾂ�

を発表する0 5全員で話合いをする｡ �,ﾉ<x-陜8�/�ｦﾙDh*ｸ竧.�,�*ﾘ*(,h*ｲ�+x.�+�,h,Rﾈ齷Zｨ,ﾒﾉ�X*ｸ,��ｨ,YJﾒ�,ﾈｴ9WH*ｸ.(ｫI�ｨ/�Uﾈ+x.�.h*H,侏駢B�JﾙUﾈ,X*ｸ.�.h*H,乂ﾈ*�/�+x.着5B���

(40分) 凾ｷる(CT)0 ･ボード前のテープを貼った位置に椅子を 

<話合いの視点> ①正しく道具を使うことができているか｡ ②正しい手順で作業ができているか｡ �+x.��｢�X7H4�5h8ｨ6X自uｲﾒ��俎9o��,h+X,I�(+R�,�+x.嫡5B���Y�i6ｸ*�.x�8ﾊ�*ｨ�,�*(�ｨﾘx,鎚�����(,ﾂ�

(1)全員で友達の書いたミニホワイトボードの内容 偬�.(+x*(.h*H,�+x.着5B���Y�8醜,ﾈ7�6ｨ7ｨ8�ﾔ�/h,ﾈﾔ姥i9�/�ﾂ�

を確認するo �486x7ｸ�ｸ6�/�:�+h*H-ﾈ*ﾙ6�*h.�+�,b�

(2)確認した内容に沿って,視点①,②について話 �8ﾊ冑�,��騫ﾘ+x.�*ｨ,X*ｸ,�*(,h*ｸ,ﾒﾂ�

し合う｡ ��ｨ/��ﾙ.�+x.�+�,i[ﾙlｩ�ﾘ,h7ﾘ4�6ﾈ6"�

(3)良かつた点と改善点についてまとめる:I 6正しく作業するための方法を確認する○ �,Rﾈ齷Zｨ,ﾈｴ9WH*ｸ6x/�諄*H+�,h,Rﾂ�.(攣��/��8�,X*ｹti$(,俾兒ｨ,ﾈ�8ﾊ��.�.h*H,�+x.嫡5B��ｸ/�6�*h.�+�,h*ｨ,R�*ｸ.�.h*H,�+x.��｢�TX,h�8ﾊ�/��.r�+Xﾘx.ﾘ+�.�+�,h,Rﾂ��8+X*)_ｹd�/�ｦﾙDb�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��.h*H,�+x.���X�o�+8.ｨ+ﾘ淤��ﾟH/�7ｨ8�486x7ｸ�ｸ6�,亢ﾂ�

終末 度-ﾈ,h-�/�+x.��ｲ���侏8,ﾈﾜ���,�ｩ:�+Rﾈ鵁��,ﾈﾞﾈｼh,ﾈ淤��ﾟH.)mｩUr�/�ﾞﾈｼi?ｨ顏,亢ﾉ?ﾈ+x.薬�･次回の作業の改善策や目標を作業日誌に ･次回の作業場所を伝える~とで活動の 

(5分) 茶"倬��,ﾈﾞﾈｼi>�vX/�ｦﾙDh+x.���

8終わりの挨拶をする○ 唸ｻ8踪.)ti$(,h耳�,�X��/�+x.�+�,h,Rﾂ�



指導及び支援上の留意点 劔資料.準備 

Ic 韮�E 巴�

学習の始まりを意識できるようにする(CT)｡ 劔･作業日誌 

を行う(CT)｡ 

善策や気を付けることを再確認できるように,作業日誌を振り返りながら発問を行う｡ 

醤点を踏まえ,振り返りのポイント(①正しく道具を使うことができているか,②正しい 劔･プロジェクター 

明確にすることで,気付いたことや改善策などを想起しやすいようにする〇 千司会者として進行できるようにする｡ 劔･ビデオカメラ ･振り返りチェック リスト ･ミニホワイトボー 

イトボードを使い.手順については緑のミニホワイトボードを書くように伝える(CT)｡ 
･道具の使い方を 唸7(6h4�+�*�,X,��ビデオだけでな 唸ｻ8踪,h耳�,陳�

中心にミニホワイ �*ﾒﾈ曁ｸ�,ﾈ���?｢�く,.過去の実習日 俥ﾈｼh,ﾈ7ﾈ48986x/��ド 

トボードに記入を ���8�8)*�/�訷ｧﾂ�誌の目標や反省を 俾h+x6�4h6(4�8ｨ5��･必勝ブック 

するように伝える �*�.�,�+x.�+�,b�手掛かりにするこ �6x/�訷ｧﾈ*�.�,�+r�･作業日誌 

ことで,ポイント �,Rﾉ�I�ﾈ/��X.云B�とで,視点を明確 �.�+�,h,Rﾉ�I�ﾈ/��･メモ帳 

を更に焦点化する �.�.(+x*ﾘ+x.��ｲ�にして整理するこ ��X.云H.�.(+x*ﾘ+r�･進行表 ･清掃道具 

ことができるよう にする○ 凾ﾆができるように する｡ �.薬�

･分かりやすく伝 唳ti$(,ﾉJﾙUﾈ/�ﾂ�･声が小さくて聞 唳Zｨ*�.�.(+x*ﾙ6�*b�

えることが難しい 俐Xﾎ8-ﾈ,Y[x*ﾘ.h*B�き取りにくいとき �.�+�,h*ｩ>�+X*(,b�･マグネット 

ときには,実際の �,侏駢Hｧﾈ*�/�+x.��は,大きな声で発 �+8,ﾒﾈ��ﾝｸ,ﾉ�I�ﾂ�･平面図 ･必勝ブック 

溝鼠道具や平面図 嫡5B薬�表するように言葉 �;仞�/�諄,�,IJﾙUﾂ�

を使って発表でき るようにする○ 刳|けをする(ST)｡ �+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��.h*H,�+x.���

持って移動することで,ミニホワイトボードが見えやすい位置で意見交換ができるように 

合いに参加することで,自分の意見は言わずに,生徒の意見を引き出すことができるよう 

一人として,気付きや改善すべき点の手掛かりとなる発言をすることで,生徒から意見が 

･道具の使い方で 唸ｻ8踪.)ti$(*ｩ�"�･友達の意見を整 唳;仞�,ﾈ諄*)_ｸ,R�

気付きがあつたと �+X,H*(.�7)(h,ﾒﾂ�理した後で,友達 亢9WH*ｸ*ｨ*�,(+ﾘ,b�･平面図 

きには,実際の清 刎(/�ﾜXﾎ8-ﾈ,Y[x*ﾒ�の意見と自分の意 �+8,�,ﾒﾅ5H,h耳��･マグネット 

掃道具を使って, �.h*H,侏駢Hｧﾈ*�/��兄を比べ,次回ど �,們�ﾝｸ,ﾉ�I�ﾉ;仞��･清掃道具 

確認することがで �+x.�+�,h,Rﾉx�+��のようにするか考 �/�諄*H+�,h,Rﾈ+ｲ�

きるようにするo �(X*(,Hｨ�:�,偃h.��えることができる �,ﾈ�ｨ,XｦﾙDh,X*ｸ.��
･作業の手順を確 ��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ようにする(CT)｡ �.h*H,�+x.薬�

認するときは,必 �.h*H,倡�x+x.��･STと一緒に意見 

勝ブックを手掛か りにすることで, 正しい手順を確認 できるようにするo 嫡5B���をまとめることで, 自信をもって発表 できるように支援 

する○ 

入し,次回の作業のポイントを意識することができるようにする(CT)o 

記入することで,次回の学習で生かすことができるようにするo 劔･作業日誌 

見通しをもつことができるようにする(CT)○ 

学習の終わりを意識できるようにする(CT)o 
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(5)場の設定
ア　導入,展開(ビデオ観聴)

ウ　展開(全員での話合い活動)

(6)教材･教具

イ　展開(グループでの話合い活動),終末

平面図 刄Xケジュール表 剄�ﾆ日誌 

諒蜜蜜詣謡 ･一曲撒言鴬一i岸t'- � � 

経常3..定 子rlー一 汁 ��._三上字 :ー〃中 一1- 

マグネットやマーカーを 剋梃n列で,作業工程,担当 剿��ﾌ作業の目標,場所, 

使って,担当場所や手順を確 剌齒�,必要な道具を確認する 剩ｽ省等を記録し,振り返りが 
認するためのもの○ 凾ｽめのもの○ 凾ﾅきるようにしたものo 

必勝ブック 剞Uり返りチェックリスト 刄~ニホワイトボード 

手軽"〝`､l ｣ � 抱耳磁56ﾗ8�ｸ�ｵ�� �?�?�?��?���蒔B���ｨ�ﾒ�B� 

各教科等で,これまでの学 刄rデオを視聴するときの気 刄rデオ視聴後に,各自で作 

習で使用した要点がつづつて 剳tきのポイントを示したも 刹ﾆの気付きや感想を記入する 
あるもの○ 凾ﾌ○生徒Aと生徒Fが使用｡ 凾ｽめのもの｡ 
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(7)評価

ア　全体目標に対する評価
みんなで話し合い,効率よく作業するための方法に気付くことができたか｡

【態度】 【社会性】 【知識･理解】

イ　個人目標に対する評価
生徒 侘)�ﾉmｩUx,���+x.儷ﾘ廁ｮ顏��評価 仞��ﾉ4�,稲越x,H,ﾉUﾘ幵�評価 

A ��ｨﾞﾈｼh,ﾈ淤��5�,亢9WH*ｲﾈ齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/�JﾙUﾈ+x.�� ��X.云H.�,ﾈ6�4h6(4�8｢� 

ことができたo 刄Xトの内容は分かりやす 

B:教師の言葉掛けを手掛かりに,作業の改善点に 凾ｭ,教師の活用方法の説 

(1年,女) 亢9WH*ｲﾈ齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/�JﾙUﾈ+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾚ��3ｩ�I�ﾈ,ﾈ淤��5�,亢9WH*ﾘ+�,h*ｩ>�+X*ﾒﾈ齷Zｨ,ﾈﾖﾂ�*h/�JﾙUﾈ+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ,�*�,�+ﾘ�ｲ�冖�,ﾙ4ｹ��,X*�,�+ﾘ*薬�

B ��ｨ齷Zｨ.)ti$(,ﾈ�8ﾊ�/��騫ﾘ+X,Bﾈ鵁��,ﾈﾞﾈｼbﾘ,ﾂ� �7(6h4�,ﾉ/�麌�ｩlｨ,ﾒﾂ� 

改善策を見付けることができたo 剞Uり返りの手掛かりや方 

B:まとめの場面で次回の改善策を聞いて,次回の 剽ｪを決めるに有効なもの 

(2年,男) 俥ﾈｼbﾘ,ﾈ淤��ﾟH/�ﾊ儻H*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾖ��3ｨ鵁��,ﾈﾞﾈｼbﾘ,ﾈ淤��ﾟH/�ﾊ儻H*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ,��*�,�+ﾚ���,X*�,�+ﾘ*��ｲ�

C ��ｩ�8+X*ﾘﾞﾈｼh+x.�+ﾘ-�,ﾉ_ｹd�/�ﾜHｦﾙDh+X+ﾘ.にtb� ��I�ﾉ;仞�,Y�8+X*);仞�� 

達の良いところに気付いたりして,効率的な作業 凾ﾌ使い方を確認すること 
の方法を知ることができた｡ 凾ﾍ,次回の自己目標を立 

(2年,男) �#ｨｻ8踪,ﾈﾋ駢Hｧﾈ*�/��8*�,Bﾉti$(,ﾉ|x*(,h+�.ｸ,���,H.�+ﾘ-�,冲ﾈﾏ�,X*�,�+ﾒ�
気付き,効率的な作業の方法を知ることができた○ 凾ｩ｡ 

C:正しく作業するための方法や友達の良いところ 剄�ﾆ日誌は,正しい清 

を知ることができなかった○ 剔|方法等を知るのに有効 であったか｡ 

D (2年,女) ��ｨ齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/��騫ﾘ+X,Bﾈﾞﾈｼh,ﾈ淤��5�/�ﾊ儻H*�� �8�8)*�.(ﾞﾈｼi?ｨ顏,ﾒﾂ� 
ることができたo 剞ｳしい工程を確認して方 

B:教師や友達の意見を受けて,作業の改善点を見 剽ｪを立てる上で有効で 

付けることができた｡ C:作業を改善点を見付けることができなかった○ 凾｠ったかo 

E (3年,男) ��ｨ齷Zｨ.)ti$(,ﾈ�8ﾊ�/��騫ﾘ+X,Bﾈ鵁��,ﾈﾞﾈｼbﾘ,ﾂ� 仆8踪,�.h.�(,h,ﾈﾖﾈ*b� 
改善策を見付けることができた○ 凾ﾌ比較を促す質問は正 

B:友達の意見を受けて,次回の作業-の改善策を 凾ｵい方略を立てる上で有 

見付けることができた｡ C:次回の作業-の改善策を見付けることができな かった｡ 剏�ﾅあったか○ 

F ��ｩ�8+X*ﾘﾞﾈｼh+x.�+ﾘ-�,ﾉ_ｹd�/�ﾜHｦﾙDh+X+ﾘ.にtb� ��X.云H.�,ﾈ6�4h6(4�8｢� 

達の良いところに気付いたりして,効率的な作業 刄Xトを活用することは, 

の方法を知ることができた○ 剞ｳしい道具の使い方に気 

(3年,男) �#ｨ-ﾈ,h-�,ﾈｻ8踪.)ti$(,ﾈ�8ﾊ�/��8*�,Bﾈﾏ越i4�,��儻H*ﾘ+ﾘ-�,冲ﾈﾏ�,X*�,�+ﾒ�
作業の方法を知ることができた○ 凾ｩ.. 

C:次回の作業に向けて,.効率的な作業の方法を知 剄�ﾆ日嵩は,､正しい清 

ることができなかった｡ 剔|方法等を知るのに有効 であったかo 

評価基準A:十分に達成した姿　B :ほぼ達成した姿　C :更なる指導及び支援が必要な姿
手立て　A:十分に有効であった　B :有効であったが十分ではない　C:あまり有効ではない
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